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Se且f−assessment 　oflntercultural （Communicative）Competence
through　Auto −ethnographic 　Journal　Writing　and 　lnterViews：
ACase 　Study　of 　a　Content−based　Mini−thesis　Writing　Course

Brown ，　Ivan　Bernard（Joetsu　University　ofEducation ）

　This　presentation　will 　report 　on 　a　case 　study 　focusing　on 　the　work 　of　four　graduate　students 　on 　a　15−week 　course 　integrating　mini
−

thesis　w 面 ng　with 　selfLassessment　of　intercultUral（communicative ）competence ．　The　overall　course　design　was 　based　on　Houghton

（2013），and 　the　students ’

mini −research 　pr〔）jects　were 　based　on 　a　selection 　efrelevant 　literature（chiefiy 　the　intercuitural　cQmmunicative

competence 　model 　ofByram 　l997　and 　Byram ＆ Zarate　1997，　and 　the　BASIC　model 　of　Koester＆ Oiebe　1988　and 　Olebe＆ Koester

l989）and 　the　methodology 　of 　Holmes　and 　O ’Neil1（2010）．　The　class （nine 　students 　in　total）was 　introduced　to　the　most 　relevant

韆讖豢螺灘 黷饗鱒鱒藩個
and　sections　of 　a　typical　thesls，　all　on 　a　miniature 　scale ，　Thエee　main 　sets　of 　data　were 　gathered　fbr　the　instmctor−author ’

s　analytical

re月ection 　on 　this　course：（1）the 　stUdentS
’‘‘diary　ent τy　sheets

”
（written 　self−assessments 　ofintercultUral （cQmmunicative ）competence ），

（2）dle　recordings 　and 　transcriptions　ofdleir　intercultural　interviews，　and （3）the　academic 　writing 　oftheir 　mini −theses．　The　presenter

will 　introduce　illustrative　examples 　f沁m 　the　fbur　students ’
work 　in　each 　of 　the　data−sets，　aiming 　to　identify　the　most 　salient 　featu爬 s

跏 dprocesses　in血e幡 鉛  ation　oftheir　intercul町 al　co   unica 廿ve 　aw 毋 eness 　and 　academic 舳 g，　concluding 　wiMist 　ofkey

conceptS 　and 　issues　that　will　be　useful 　for　designing　both　curricula 　and　fUl1−scale　research 　projects　in　the　fUturc．

Aug ．30（Sun．）／09：35−10：00／Al2 Research　paper

AnalyZing　Learning　Logs　based　on 　Self−regulated 　Learning　Theory ：

　　　　　　　　　　　 Focus　on 　Proficiency　Level

自己調整学習理論に基づ く学習記録の 分析 ．習熟度に着 目して

吉田　国子 （東京都市大学）

加藤　貴之 （清和大学）

南津　佳広 （岡山県立大学）

　大学教育 に お い て 「学士力 の 担保」が謳われて 久 しい が、一
方で は 学士 力 の 担保 に は 欠か せ な い 「自 ら学 ぶ 力」が

不十 分 な学生 が 多 々 い るの も事 実 で あ る。英 語 教 育 にお い て も 「自ら学 ぶ 力」をど の よ うに 涵養す る か が 喫緊の 課題 と

なっ て い る 。 「自 ら学ぶ 力」の 中心 概 念 で あ る Self−Regulated 　Learning （自己 調 整学習 ）で は、学習 は 「予 見」「遂行 コ ン

トロ
ー

ル 」自己省察」 の 三 段階の サイク ル からなり、理論 上 の モ デ ル で は 、 学習者 は 自己の 学習の 全 過程 をモ ニ ターし

適切 な修正を試み なが ら学習を進め て い く。本研究者らはこ の学習サイク ル が途切れる タイ ミ ン グとその 理由を明確化

し、それ を改善す るた め に教員が介入する方法を探る こ とを目的とした、自己 調整学習を促す きっ か けづ くりの ための

基礎研究 を行 っ て い る 。 学習サ イ ク ル の 観察の 手段として、各授業の 終了 時 に学びを振 り返 る学習記録の 記載を課す 。

記載項 目は、授業 日、授業 で 何 を学 ん だか ／何 を した か ／ どの ように 授業に 参加 した か、授業 で 発 見 した 自分 の 問 題、

そ の 問題の 改善 に 向けて 翌週の 授業 まで の 自分へ の 宿題、の 4項 目で あ る。半年間の 学習記 録 （パ イ ロ ッ ト版）を英 語

習熟度 と科目特性 に もとつ い て 分析 した結果、「遂行 コ ン トロ ー
ル 」 の 段階で 学習サ イ ク ル が 途切れ る傾 向が 示 唆 され

た。本発表で は 過 去 1年半 に渡 っ て 延べ 300人の 学生が書 い た記録 の分析 を紹介し、彼らの 学習サイクル の 中の 問題点

を拾 い 出して 、 改善 の た めの 実現可能な介入 につ い て の 考察を加える 。 得られ た デ ータ はテ キ ス ト分析の手法を用 い て
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特徴語を抽出し、共起関係、対応分析、ク ラス ター分 等 を通 して、全 体傾 向、学生 の 特性 （英語習熟度、動機付け）別

傾向を観察す る 。 特に、学期毎 の データ分析を踏 まえた改善効果 に つ い て 指摘 した い
。

Aug ．30（Sun．）109：35−10：351312 Invited　Lecture

　Higher　Education　lnternationaliZation　Needs　New 　Goa且s，

New 　AttitUdes　and 　New 　Curricula　for　the］reaching　of　Eng 且ish

Siusana　Kwel 〔lju（SEAMEO 　Regional　Language　Centre）

　　　　　 Aresponse　to　the　impact　of 　globalization　ls　the　internationalization　of 　higher　education （HE ）．　HE 　internationalization　is　not

臨灘麟撫叢蕪鑑 黙鯊盤
　　　　 lntemational　exchange 　activities，　more 　often 　than　not 　students　and　scholars　fro  EC 　countries　have　to　demonstrate　evidence　of　an

　　　　 adequate 　level　of　naUve −speaker−based　conceptions 　of 　pro∬ciency ．　This　requirement 　is　fast　becoming　a　norm 　even 　for　short 　term

　　　　 exchange 　programs！events 　which 　are　held　in　EC 　countries 　with 　none 　ofthe 　pa質icipants　being　native 　speakers 　ofEnghsh ，　If血is　no  

　　　　 persists，
　HE 　intemationalization　in　EC 　countries 　tends　to　benefit　mainly 　English−major 　students 　and 　the　more 　privileged　s加 dents丘om

　　　　 non −English　Department．　It　wm 　not 　fuMy　build　a　new 　generatlon　of 　productive　and 　resourcefUl 　citizens 　who 　are　ready 　to　solve 　local

　　　　 problems，　This　paper，　therefQre，　questions山e　validity 　of 　this　requirement 　fbr　EC ，　because　the　mission 　of　EC 　countries 　is　to　adopt

　　　　 various 　HE　internationalization　strategies 　to　expose 　their　scholars 　and 　aspiring 　scholars 　of 　diverse　academic 　backgrounds　to　hands−on

　　　　   owledge ，　experience 　and 　expertise 　in　solving 　real−world 　multidilnensional 　problems．　This　paper　also 　high肚ghts　the　importance　of

　　　　 new 　attitudes ，　learning　goals，　and 　cunicula 　for　the　teaching　and 　learning　of 　English　in　HE 　institutions　in　EC 　countries ．　It　atgues 伽 t

　　　　 what 　students 　need 　are 　attainable 　practical　communication 　and 　interpersonal　skills　for　todaゾsreal−life　environments 、　It　concludes 止 at

　　　　 Engllsh　should 　be　taught　based　Qn 出e 　macro 　levei　 of 　the　global　need 　of 　Engllsh　as 　a 　lingua仕anca 　and 　that　native −speaker 　norrns 　 of

　 　 　 　 aCCUraCy 　are   eCeSS 町 ・

Aug ．30（Sun，）110：10−10：351212 Associate　member ’
spresentation

The 　Making 　of
“ Make 　lt　Simple” （Developing　Teaching　M 罰terials

　for〔Teachi皿g　English　With　a　Minimum 　Amount 　of　Grammar ）

最小限の 文法で発信力を養う英語教材開発の 試み

（「メ イク ・イッ ト ・シ ン プル」の 作成 をめ ぐっ て）
　　　　　　　〈株式会社三修社企 画 〉

高橋　川頁子 （多摩大学）

森田　和子 （横浜女子短期大学）

北本　洋子 （横浜女子短期大学）

　英語の 授業 は、学生 た ちが 生 き生 きと して 英語 を使っ て コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を楽しむ場 で あ り、そ して で きれ ば グ

ロ ーバ ル 化す る世界 に通用す る英語力を身に付ける場で あ っ て 欲 しい 。こ れ は 英 語 教師の 共通 の 願 い とい え る で し ょ う。

コ ミュ ニ ケーシ ョ ン 重視 の 日本の 英語教育 の 方向性 に異論 はありませ ん が、文法の 明示的な 教示 を極度 に避 け る傾向を

私 た ちは 看過す る こ とがで きませ ん 。 中学校 レ ベ ル の 英語が 読 め な い 、書け ない 下 位 の 学 生 た ち に、間 違 い を恐 れ ず
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